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が x n=.0.4+0.3*2n という乱戦な式で表わせるという規則性である｡






















ゆき､赤道面上の物質密度 pが増加する (図 1)｡pがある臨界密度 pcを越 し
た所で重力不家定が起こって､それまで一様であったダス ト層は約 1018gの微










の拡散と同 じ効果を生む ｡ このことを反応拡散方程式であらわせば､
∂β ∂β2




(1)の Dはダス トの半径方向への拡散係数､kr-Bが距離の逆べ きを仮定 し
たダス トの赤道面への沈積速度である｡ (2)の形を取った理由は後に述べる｡
(3)は重力不安定で微惑星が出来るとその場所のダス トは微惑星に吸いとられ




= (1 + x~β
aT aX 2
c c = x~r
を C=O aL x=0 の境界条件で解 くと､この糸は縞状の沈殿を内から
外へと作って行く｡ここで､dは数値計算の都合上残したパラメタ-で､この方





図 1に示す太陽を取 り巻 く円盤の厚さは･その場所のガスの熱運動の平均速度
Ⅴとケプラー角速度の関数で､h=∇/√3E2,∇∝Tl/2,T∝r-1,E2∝
r~3/2より (Tは温度 )､h∝r･となる｡ 円盤内の物質の分布は現在有る惑星を
作るのに損低限必要な物質の分布とすると､表面密度 pさにして､p9∝r-3/2で
ある｡ Z方向の密度は一様とすると､体積密度 pyは py=p8/ h∝ r~5/2 と
なる｡これが定常分布であり､拡散はこの分布からのずれに対しておこると考え
た方が良いので､実効体積密度を p,=py/ ㍗ -5/2 と規格化して定義する｡
重力不安淀をおこす臨界密度は pR∝ E22∝rla なので､規格化した密度に直
すと､ pcf=PR/ ㍗ -5/2∝r~1/2 である｡ rはA.U.単位にすると､地球近
悼 (r=1)で p,.は初期 (L‥O)のダス ト密度の約 104倍と見積もられてい
るので､ p c=104r~1/2､即ち式 (2)で p｡=104,γ=0.5 と推iE'
される｡
沈積により赤道iGJ一上のダス ト密度が増加する速度は正 しくは kr~B とい
うような単純な形ではないだろう｡同じサイズのダス トの沈横速度を考えれば､
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と見なせ るという点である ｡ 蛮力が支配 して且つ非線形の散逸が有 る系の挙動を
Lji応拡散方桜.i･Cで-,ミ己述する方法は､少な くとも定性的な予測をしてその系を理解
する)!.,:で､ また'実験の凶難な重力系を実験室でシミュ レ- ト.Lli来 る点で イー'効であ
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